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【原油価格と北米のリグカウント】
（ドル/バレル）（基）

北米のリグカウント(左軸）

WTI原油価格(右軸）

■今回の合意形成の背景には、OPEC最大の産油

国であるサウジアラビアの石油政策の転換があるとの

指摘があります。これまでサウジアラビアは、政治的

にも対立しているイラクの増産やシェールオイルなど

新たな原油供給増に対して、危機感を強め、自国

の生産を増やしてきました。 

■ところが、「原油価格」の下落により財政収支が悪

化しています。さらに、早ければ2017年にも国営石

油企業のサウジアラムコを上場させる計画があります。

上場を成功させるには、相応に高い「原油価格」が

望まれます。 

「原油価格」、当面は堅調な展開へ（グローバル） 

2016年10月27日 

「原油価格」は油種により価格が異なるため、代表的な指標で値動きを見るのが一般的です。主な指標には

WTI（West Texas Intermediate）や北海ブレント、ドバイなどがあります。原油の生産地は中東地域に

多く、同地域の産油国を中心に14カ国で構成される石油輸出国機構（OPEC）が原油の供給や価格形成

といった面で重要な役割を担っています。 

（No.1,934） 
〈マーケットレポートNo.5,072〉 

■OPECは9月28日にアルジェリアで非公式会合を開き、協調減産で合意しました。内容は、加盟14カ国の

生産量を9月実績の日量3,339万バレルから3,250～3,300万バレルに減産するというものです。 

■10月12日には、この合意を非OPEC諸国に拡大するための非公式会議が、トルコのイスタンブールで開かれ

ました。ただし調整が難航しそうな生産量の割り当てなどの具体策は、11月のOPEC総会に先送りされました。 

2016年 9月29日 原油価格動向 OPECが減産で合意 
2016年 5月10日 「サウジアラムコ」の上場（グローバル） 

OPECが減産で合意 
国別の生産量割り当ては11月総会に先送り 

原油価格は底堅い推移へ 

サウジアラビアが政策転換か 
シェア維持から価格安定へ 

（注）データ期間は2011年4月22日～2016年 
     10月21日（週次）。      
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

■「原油価格」をWTI先物価格で見ると、年初に1バ

レル当たり30ドル台を割り込むまで下落しましたが、

最近はOPECによる減産合意への期待の高まりなど

から、同50ドル近傍まで回復しています。 

■11月のOPEC総会で、生産量の国別割り当てを決

定できるのか否かは不透明です。シェールオイルの増

産なども見込まれますが、サウジアラビアの政策転換

の見方を背景に、「原油価格」は底堅く推移すると

予想されます。 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/global/key160510gl.html
http://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news160929gl.html

